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男26名女26名計52名

学校教育目標「夢いっぱい 笑顔いっぱい 元気あふれる横田っ子」

今年は
残念ながら在
校生の参加も
なく、いつもより、やや寂しい入学式でしたが、１年
生を迎える会では、７名の１年生を２年生から６年生
のお兄さん、お姉さん一人一人が笑顔で迎えることが
できました。また、１年生も明るく元気に会に参加で
きました。
印象に残ったのは、前の日に迎える会の準備をして

いたときの２年生から６年生の子どもたちのにこにこ
している表情です。準備時間は、休み時間だったのに
もかかわらずとても楽しそうな様子で活動していたの
です。誰一人「えーっ、休み時間ないの？」という言

葉も聞こえず、そのまま掃除に向かいました。１年生を迎える会が一日で終わるのではなく、活動の意
義や意味を考え次に繋げていくことの大切さを感じた行事でした。児童会執行部のみなさんもご苦労様
でした。

４月１０日（金）に交通安全教室が行われました。毎年、行われている教室ですが、自分の命を守る
大切な学習であることを子どもたちに話しました。今年度、横田小学校では、ふるさと学習の内容に交
通安全教室を取り入れています。それは、「そなえる」視点（自分の命を自分で守る）「かかわる」視点（今
回も高田幹部交番の方、交通安全指導員の方に来ていただき指導していただきました。）でも交通安全教
室に取り組んでほしいというねらいからです。
３年生以上は、自転車教室、１・２年生は、安全な歩き方を学習しました。これから外に出る機会も

多くなります。今回、学習したことをぜひ「ふり返り」、自分の命を守る行動につなげていきましょう。
今回指導していただいた高田幹部交番、交通安全指導員の方々ありがとうございました。また、自転

車の準備にもご協力いただいたおうちの方々ありがとうございました。

交通安全 ３つの魔法の言葉
「止まる」人は、動いているものを見るより、止まってい

るものを見ることの方が確実に見ることができ
ます。

「見る」見るポイントは、じっくり見ることです。
「待つ」急いでいるときほど事故は起きやすいそうです。

じっくり待ってよく見て行動することが大切で
す。

交通安全教室は、「命を守る大切な学習」です。交通ルールを
守り、「自分の命を自分で守る」力を身に付けましょう。

新学期が始まって１週間も立たないうちに新型コロナウイルスの感染拡大防止に伴う臨時休校措置、
そして４月３０日（木）、５月１日（金）の休校と子どもたちだけでなく、保護者、学校職員、不安と戸
惑いの日々が続いています。休校措置に伴い、お子さんの健康不安、お子さんの預け先がないなどの不
安や戸惑い、学習、生活の不安など保護者の皆様には、大変、ご心配をおかけしておりますことをお詫
びいたします。
学校としては、国、県、市の指示に基づき、連携をとりながら、学校として極力できる範囲でお子さ

ん、保護者のサポートしをしてまいります。ご不安な点、ご心配な点などありましたら、学校までお問
い合わせください。
コロナウイルスの感染拡大により、市内全小中学校の運動会が２学期に延期になりました。５月の予

定をお知らせしますのでご確認ください。

日 曜 【運動会の延期について】
１ 金 臨時休校 ・市の方針として児童、保護者、参加者の

２日（土）～６日（水）連休 感染予防を第一に考え、運動会を２学期
７ 木 学校再開日 プール清掃（１・２年） に延期することとしました。延期日は、
８ 金 集金日 現在、調整中です。なお、実施に当たっ
11 月 委員会 ては、感染状況にもよりますが、時間、
12 火 全校朝会 田植え（５年） ぐんぐんタイム 内容の縮減も検討しています。
13 水 木曜日時間割・時程 【その他】
14 木 水曜日時間割・時程 ・陸前高田市・住田町陸上記録会は中止と
15 金 ＰＴＡ総会・学級懇談会・ＰＴＡ役員会 なります。
19 火 音楽朝会 ・宿泊学習（５年）、修学旅行（６年）は、
21 水 歯科検診（予定） ２学期に延期となります。時期、内容に
23 土 週休日 25日（月）授業日 運動会 ２学期に延期 ついては、状況を踏まえ、判断します。（で
27 水 ふれあい交流会 クラブ きるだけ、実施の方向では考えたいと思
29 金 眼科検診 います。）

【年間行事の実施について】
年間行事計画表を後日、配付しますが、今後の感染状況により、行事や活動の変更、急な休校措置を

とる場合もありますことをあらかじめ、ご了解願います。感染症予防の目的は、接触感染を防ぐという
ことからどうしても自宅待機が基本となります。可能な限り前もってお子さんの預け先をご検討いただ
くなどの配慮をお願いいたします。
【感染予防の学校の対応について】
教育活動を進めるにあたり、どうしても子どもたち同士や指導者と子どもとの接触は避けられない状

況も考えられます。学校としては、学校医や市教委、関係機関の助言を受けること、また、市内小中学
校とも連携しながら子どもたちの健康を最優先になんとか教育活動を進めて参りたいと考えております。
今後、お家の方にご協力をどうしても仰がなければならないこともあります。どこも大変な状況である
中、恐縮ではありますが、何卒、ご理解、ご協力をお願いいたします。

コロナウイルスによる感染症拡大に伴い全国的にマスク不
足が問題となっています。そんな中、横田町狩集の和野リン
様から手作りマスクを全校児童分を寄贈していただきました。
すべて和野さんの手作りによるものだそうです。「学校でも困
ってペな。」という思いから一つ一つ手作りで作っていただい
たものです。
和野さんの心の温かさ、橫田の心の温かさに今更ながら感

謝、感謝です。ありがとうございました。
今回の連休は、基本的に家庭で過ごすことになります。手作りマ

スクに挑戦してみようかなと思っています。お家でもできることをさ
がして一緒に楽しみながら過ごすのもいいかもしれませんね。


